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日本文理大学（大分県大分市）の学生と、（一社）ぶん

ご大野里の旅公社が連携し、豊後大野市の観光資源を活

用した地域観光のあり方について研究・活動するプロジ

ェクトの一環として、現在、別府駅・大分駅～阿蘇駅を

期間限定で結ぶ特急「あそぼーい！」車内で、豊後大野

市や豊肥本線の列車や風景をモチーフにしたポストカー

ドセットを、列車ご利用のお客さまにプレゼントする企

画を実施いたします。 

企画開始の初日には、日本文理大学の学生が自ら「あそぼーい！」に乗り込み、客室乗務

員と共にお客さまにポストカードセットをお渡しします。この機会に、ぜひ「あそぼーい！」

に乗って、豊後大野の旅へお出かけ下さい。 

 

１ 企画概要 

（1） 実 施 日 平成 29年 10月 7日（土）以降、なくなり次第終了 ※限定 2,000セット 

（2） 対象列車 あそぼーい！92号・94号 （91号・93号での実施はありません） 

（3） 実施内容 対象列車ご乗車のお客さまに、「ポストカードセット」プレゼント 

    ※客室乗務員が１人１セットずつ、車内にてお渡しします。 

 

２ 日本文理大学生によるプレゼントについて 

本企画のスタートを記念し、10月 7日（土）の「あそぼーい！

92号」の別府～緒方間では、客室乗務員と共に日本文理大学の学

生も乗り込み、お客さまに直接ポストカードをプレゼントします。 

 

３ 「ポストカードセット」について 

学生が、研究・活動を通じて“豊後大野市の知られざる豊肥本線沿線の魅力”と感じ

る風景を、自ら撮影・デザインし、5枚 1組のポストカードセットとしました。 

  [セット内容] あそぼーい！ ／ 普光寺磨崖仏 ／ 原尻の滝 ／ 湧水・虹澗橋 ／ 豊後清川駅  

 

 

 

 

※ 三重町駅より徒歩約 15分の「麻生家住宅」にて開催中の「町家の絵本展・絵本ショップ」でも、 

10月 15日(日)以降、ポストカードを販売し、パネル化しての展示も行う予定です。 

 

 

 

本企画は、台風 18 号の影響により不通となっていた中判田駅～三重町駅間が復旧後、「あそぼーい！」が再び阿

蘇まで運行を開始する週末にスタートします！元気に運行する「あそぼーい！」を、本企画を通してＰＲします。 

 別府・大分～阿蘇間を、元気に運行再開！ 

 
日本文理大学 × ぶんご大野里の旅公社 × ＪＲ九州 連携企画 

特急「あそぼーい！」車内でポストカードをプレゼント！ 



（参考１）豊後大野市とＪＲ九州でのそのほかの共同の取り組み 

 

現在開催中の、熊本・大分エリアを対象とした観光キャンペーン「GO!GO!!キスマイクマ

モトオオイタ」、また「あそぼーい！」のキャンペーン期間の大分～阿蘇間運行にあわせて、

以下の取組みを実施しています。 

 

１「GO!GO!!阿蘇・奥豊後きっぷ」での特典開発 

キャンペーン期間中に「あそぼーい！」にも乗れて、豊肥本線の対象エリアの駅でも

途中下車できる割引きっぷ「GO!GO!!阿蘇・奥豊後きっぷ」に付帯する「特典券」にて、

三重町駅より徒歩約 15分の「麻生家住宅」にて開催中の「町家の絵本展・絵本ショップ」

で「オリジナル『あそぼーい！』トートバッグ」をプレゼントしています。 

 【詳細】http://www.jrkyushu-kippu.jp/fare/ticket/233 

 

２「里の旅タクシー」のＪＲ九州旅行等窓口での販売 

キャンペーン期間中限定で、緒方駅をスタートするタクシー観光プラン「里の旅タク

シー」を、ＪＲ九州旅行支店や駅旅行センターでＪＲ利用者限定の特別料金で販売して

います。 

 【詳細】http://www.jrkyushu.co.jp/tabi/area/oita/spot/95.html 

 

 

 

（参考２）日本文理大学とぶんご大野里の旅公社の連携の取り組み概要 

 

日本文理大学は文部科学省「地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」に平成２６年

度に採択され、地域をキャンパスに豊かな心と専門的課題解決力を持ち、地域の課題解決に

取り組む人材である地域創生人＝「おおいた、つくりびと」の育成に取り組んでいます。 

日本文理大学と（一社）ぶんご大野里の旅公社（平成２８年３月に連携協力協定締結）は、

平成２７年より、観光アイデンティティが希薄だった当地域において、ローカル線「沿線の

日常」が注目される今日的な観光のあり方に基づき、豊肥本線沿線の観光価値の学生視点に

よる掘り起こしを行っています。 

これらの学生による成果は、昨年１１月の「ものがたり観光行動学会／九州広域観光シン

ポジウム」において発表するなどしており、このたびのＪＲ九州との連携企画につながって

います。 
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